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常
任
委
員
会
の
審
査
状
況

総
務
財
政

－2－

令
和
元
年
６
月
定
例
会

建
設
水
道

問答答 問問

問答 答問答

文
教
福
祉

問 答 問 答答

環
境
経
済

問

　
６
月
定
例
会
を
、
６
月
13
日
か

ら
６
月
27
日
ま
で
の
15
日
間
に
わ

た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
会
期
の
決
定
、
諸

般
の
報
告
に
続
き
、
本
年
９
月
定

例
会
か
ら
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

等
に
向
け
た
市
議
会
会
議
規
則
の

改
正
な
ど
、
議
会
案
２
件
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
長
が
提
出
議
案
の

提
案
理
由
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
18
日
か
ら
21
日
ま
で
は
、
13
人

の
議
員
が
市
政
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
24
日
と
25
日
は
、
４
つ
の
常
任

委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
34

件
と
請
願
３
件
を
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

　
最
終
日
と
な
る
27
日
の
本
会
議

で
は
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
審
査

結
果
の
報
告
を
受
け
、
賛
否
が
分

か
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
３
人

の
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
・
反

対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
お
い
て
、
給
食
費
が
実
費
徴
収

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
負
担
が
増

え
る
場
合
は
な
い
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
保
育
料
の
一
部
に

含
ま
れ
て
い
た
副
食
費
※
分
に
つ

い
て
は
、
年
収
360
万
円
未
満
相
当

の
世
帯
は
免
除
と
な
る
こ
と
か
ら
、

無
償
化
前
の
保
育
料
と
比
較
し
て

負
担
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
。

※
副
食
費
…
保
育
所
の
給
食
費
の
う
ち
、
お
か
ず
や
お
や

つ
の
提
供
に
要
す
る
経
費
。
給
食
費
は
、
ご
飯
や
パ
ン
な

ど
の
主
食
費
と
副
食
費
に
分
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
採
決
の
結
果
、「
郡
山

市
病
院
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
な
ど
議
案
24
件
を
全
会
一

致
で
、
園
児
等
の
移
動
経
路
に
お

け
る
安
全
確
保
を
図
る
交
通
安
全

施
設
整
備
事
業
を
含
む
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
な
ど
議
案

10
件
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
ほ

か
、
請
願
１
件
を
全
会
一
致
で
採

択
し
、
２
件
を
賛
成
少
数
で
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
追
加
提
出
さ
れ
た
郡
山

市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
等
の

人
事
案
件
２
件
に
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
福
島
県
主
要
農
産
物

種
子
条
例
の
早
期
制
定
を
求
め
る

意
見
書
の
議
会
案
１
件
を
賛
成
少

数
で
否
決
し
、
地
方
財
政
の
充
実

強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
議
会
案

１
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
審
査
内
容
の
中
か
ら
主
な
も
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

　
　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
応
援
事
業
に

つ
い
て
、
小
・
中
学
生
30
名
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
戦
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
選
考
基
準
等
は
決

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
今
後
、
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
確

保
状
況
を
踏
ま
え
、
募
集
要
項
等

の
詳
細
を
決
定
し
、
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

　
　
直
近
の
自
主
避
難
者
数
は
。

　
　
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
と
、
令
和
元
年
５
月
１
日

現
在
、
自
主
避
難
者
数
は
３
千
987

名
で
、
そ
の
う
ち
18
歳
未
満
は
１

千
449
名
で
あ
る
。

　
　

　
　
園
児
等
の
移
動
経
路
の
安
全

を
図
る
た
め
の
交
通
安
全
施
設
整

備
事
業
で
、
市
内
に
防
護
柵
を
設

置
す
る
予
定
箇
所
数
は
。

　
ま
た
、
整
備
を
要
す
る
箇
所
が

多
数
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
交
差
点
10
か
所
へ
の
防
護
柵

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
整
備
を
要
す
る
箇
所
が

多
数
と
な
っ
た
場
合
、
当
該
事
業

に
係
る
既
存
の
予
算
も
活
用
し
、

対
応
し
て
い
く
。

　
　
全
体
的
な
水
道
使
用
量
は
減

っ
て
い
る
が
、
流
域
下
水
道
へ
の

流
入
水
量
も
減
少
し
て
い
る
の
か
。

　
　
流
入
水
量
は
、
県
中
浄
化
セ

ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
メ
ー
タ
ー

で
計
っ
て
い
る
が
、
合
流
区
域
の

雨
水
流
入
分
も
含
ま
れ
る
た
め
、

水
道
の
使
用
量
だ
け
で
は
な
く
、

気
候
条
件
等
に
よ
り
毎
年
変
動
す

る
。

　
　
農
福
連
携
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
実
施
に
向
け
た
受
入
れ

農
家
と
障
が
い
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
見
通
し
と
、
今
後
の
予
定
は
。

　
　
市
内
授
産
施
設
か
ら
参
加
の

意
向
を
確
認
し
、
市
内
に
あ
る
ワ

イ
ン
農
家
等
か
ら
も
受
入
れ
が
可

能
で
あ
る
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、

事
業
実
施
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
関
係
者
を
対
象
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
、
事
業
の
周

知
に
努
め
た
い
。

　
　
郡
山
市
東
部
勤
労
者
研
修
セ

ン
タ
ー
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
理
由
は
。

　
　
本
施
設
を
含
め
、
併
設
し
て

い
る
東
部
体
育
館
や
東
部
ス
ポ
ー

ツ
広
場
に
加
え
て
、
郡
山
庭
球
場

を
一
体
的
に
管
理
運
営
す
る
た
め

に
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
保
育
施
設
入
所
事
務
Ｒ
Ｐ
Ａ

―
Ａ
Ｉ
※
連
携
シ
ス
テ
ム
の
導
入

効
果
は
。

　
　
保
護
者
へ
の
選
考
結
果
通
知

が
１
週
間
早
ま
り
、
ま
た
、
職
員

の
労
働
時
間
が
軽
減
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
間

を
活
か
し
て
、
保
護
者
の
窓
口
相

談
対
応
や
保
育
施
設
の
マ
ッ
チ
ン

グ
等
に
努
め
、
今
ま
で
以
上
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

※
Ｒ
Ｐ
Ａ
…
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
単
純
作
業
を
自
動
化
す
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
。

※
Ａ
Ｉ
…
人
工
知
能
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

園
児
等
の
移
動
経
路
に
お
け
る
安
全
確
保
を
図
る

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
を
含
む
補
正
予
算
な
ど

議
案
36
件
、議
会
案
３
件
を
可
決・
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賛成は「○」、反対は「×」、会派内で賛否が分かれた場合等は「※」と表記しています。

件　　　名

市 

長 

提 

出 

議 

案

条
　
　
例

請　願

補 

正 

予 

算

制 

定

一 
部 
改 
正

議決結果

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

会派の賛否（志翔会は、議長を除く）

3人3人4人8人14人 1人 1人 1人 1人
×○○○○ × ○ ○ ○
○○○○○ ○ ○ ○ ○

○○○○○ ○ ○ ○ ○

×○○○※1 ○ ○ ○ ○

原案可決 ××○○○ × ○ ○ ○

○○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

○○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ××○○○ × ○ ○ ○

原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○
原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○
原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○
原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ○×○○○ × ○ ○ ○
原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○
原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○
原案可決 ×○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

可　　決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○
原案可決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○
原案可決 ××※2○○ × ○ ○ ○

可　　決 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

同　　意 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

否　　決 ○○×○× ○ × ○ ×

承　　認 ○○○○○ ○ ○ ○ ○
不 採 択 ○○×○× ○ × ○ ×

不 採 択 ○○××× ○ ○ × ×

採　　択 ○○○○○ ○ ○ ○ ○

■なお、各議員の賛否は市議会ウェブページを御覧ください。
※１　賛成13、反対１　　※２　賛成３、反対１

議案等の議決結果

－3－

創

流

会

新

緑

風

会

無
所
属
の
会

虹
と
み
ど
り
の
会

日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団

社
会
民
主
党

郡
山
市
議
会
公
明
党

新

政

会

志

翔

会

令和元年度一般会計（第２号）
令和元年度一般会計（第３号）
令和元年度国民健康保険特別会計（第１号）

郡山市森林環境譲与税基金条例

郡山市職員の育児休業等に関する条例
郡山市税条例等
郡山市手数料条例
郡山市印鑑条例及び郡山市手数料条例

郡山市勤労者研修センター条例
郡山市病院条例
郡山市国民健康保険条例
郡山市国民健康保険税条例
郡山市介護保険条例
郡山市上下水道事業の設置等に関する条例

旧郡山市立大田小学校

専決処分の承認を求めることについて
福島県主要農作物種子条例の早期制定の意見書提出を求める請願

地方財政の充実・強化を求める意見書提出の請願について

福島県主要農作物種子条例の早期制定を求める意見書
地方財政の充実・強化を求める意見書

郡山市水道事業給水条例及び郡山市簡易水道条例
郡山市図書館条例

令和元年度特別会計（後期高齢者医療（第１号)､介護保険
（第１号)､県中都市計画大町土地区画整理事業（第１号))

不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例

消費税率及び地方消費税率の引上げに伴う関係条例の整備
に関する条例
郡山市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関す
る基準等を定める条例
子ども・子育て支援法の一部を改正する法律等の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例

郡山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例

ノートパソコン、モバイル型シンクライアント端末機、小
型動力ポンプ積載車

郡山市公平委員会委員の選任、郡山市固定資産評価審査委
員会委員の選任

国に対し「国民健康保険税引き下げのため国庫負担の増額
を求める意見書」の提出を求める請願書

郡山市議会会議規則の一部を改正する規則、郡山市議会委
員会条例の一部を改正する条例

令和元年度企業会計（水道事業（第１号)､工業用水道事業
（第１号)､下水道事業（第２号)､農業集落排水事業（第１
号))

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律及び公職
選挙法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例

財産の
減額貸付

人事案件

財産取得

委員会
提出議案

その他



5月1日から9月30日までの間、クールビズを実施しています。
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福
島
空
港
県
中
・
県
北
方
部

ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
の
本
年
度
国
予
算
概
算
要
求

の
要
望
箇
所
は
、
市
内
は
西
田
町

地
内
の
拡
幅
改
良
整
備
だ
が
、
現

広
域
農
道
の
活
用
で
は
な
く
、
新

た
に
郡
山
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
福
島
空
港
ま
で
の
４
車
線
道

路
整
備
計
画
を
、
こ
お
り
や
ま
広

域
連
携
中
枢
都
市
圏
構
成
市
町
村

と
推
進
し
、
要
望
す
べ
き
で
は
。

　
　
本
会
要
望
の
既
存
道
路
を
有

効
活
用
し
た
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、

本
市
の
ほ
か
、
石
川
町
や
玉
川
村

に
未
整
備
区
間
が
あ
り
、
広
域
連

連
企
業
に
出
展
し
て
も
ら
い
、
水

素
・
燃
料
電
池
展
示
会
開
催
を
計

画
、
推
進
す
べ
き
で
は
。

　
　
ふ
く
し
ま
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
フ
ェ
ア
が
、
県
等
の
主

催
で
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

に
て
開
催
さ
れ
、
水
素
・
燃
料
電

池
・
蓄
電
池
分
野
の
企
業
や
ド
イ

ツ
な
ど
海
外
か
ら
の
出
展
の
ほ
か
、

国
の
水
素
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等

も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
本
出
展
会
を
、
水

素
・
燃
料
電
池
も
含
め
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
周
知
・
普
及
の
た

め
の
絶
好
の
機
会
と
位
置
づ
け
、

主
体
性
を
も
っ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
や

商
談
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

新
た
な
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
計
画
に
つ
い
て　

　
　
戦
略
的
な
企
業
誘
致
を
進
め

る
う
え
で
、
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
を
会
場
に
、
本
市
が
主
体

性
を
も
っ
て
、
全
国
の
水
素
関
連

企
業
や
ド
イ
ツ
、
エ
ッ
セ
ン
市
に

協
力
要
請
し
、
ド
イ
ツ
の
水
素
関

携
中
枢
都
市
圏
内
の
交
流
促
進
等

を
図
る
う
え
か
ら
も
、
早
期
の
全

線
整
備
に
向
け
、
国
等
関
係
機
関

に
対
し
、
継
続
的
に
要
望
し
て
お

り
、
新
た
な
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

計
画
は
、
要
望
路
線
の
整
備
完
了

後
、
福
島
空
港
利
用
状
況
等
総
合

的
観
点
か
ら
検
討
す
る
よ
う
、
国

等
関
係
機
関
に
求
め
て
い
く
。

　
　
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
相
談
体
制
の
確

立
が
重
要
だ
が
、
本
市
の
、
子
ど

も
た
ち
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
に
よ
り
発

生
す
る
い
じ
め
や
様
々
な
悩
み
に

対
し
て
の
相
談
体
制
は
。

　
　
本
市
で
は
、
定
期
的
に
い
じ

め
・
悩
み
ご
と
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
解
決
の
た
め
、
延
べ
35
名
の

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
中
心

に
、
教
職
員
の
組
織
的
相
談
体
制

を
整
え
て
い
る
ほ
か
、
本
市
独
自

の
、
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
い
じ

め
法
律
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開

設
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所

等
15
か
所
の
相
談
窓
口
を
明
記
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
、
全
家
庭
へ

配
布
及
び
校
舎
内
に
掲
示
し
、
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

水
素・燃
料
電
池
展
示
会
の

開
催
に
つ
い
て

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

－4－

令
和
元
年
6
月
定
例
会

〜
13
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
〜

そ
れ
ぞ
れ
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
質
問
者
の
録
画
中
継
が
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
政
一
般
質
問

市
政
一
般
質
問

志翔会

問

答

答

　質問議員順に、質問の通告時間が30分以上
は3項目、30分未満は2項目を掲載しています。
　掲載の質問・答弁内容は要約していますので、
詳細は会議録または議会中継を御覧ください。

さ さくえいとう

佐藤　栄作議員
通告時間…30分

県
養
鶏
分
場
跡
地
、
県
農
業
試

験
場
跡
地
の
開
発
に
つ
い
て

〇

相
談
体
制
に
つ
い
て　

問

問

答
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－5－

市
教
育
長
会
等
で
、
国
の
財
政
措

置
等
を
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　
　
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

は
基
金
繰
入
れ
に
よ
り
据
置
き
と

な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
高
い
国

保
税
の
実
態
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
持
続
可
能
な
国
保
制
度
に
し
て

い
く
う
え
で
、
税
負
担
能
力
と
関

係
な
く
賦
課
さ
れ
る
平
等
割
、
均

等
割
の
課
税
方
法
を
、
国
に
よ
る

財
源
確
保
で
廃
止
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
う
が
見
解
は
。

　
　
国
保
税
は
、
被
保
険
者
の
負

担
能
力
に
応
じ
た
所
得
割
と
一
律

の
均
等
割
、
平
等
割
で
、
被
保
険

の
配
置
率
が
低
下
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
配
置
率
100
％
の
実
現

や
、
必
要
に
応
じ
た
教
員
等
の
複

数
配
置
、
雇
用
形
態
を
臨
時
雇
用

か
ら
嘱
託
職
員
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
予
算
措
置
に
つ
い
て
国

庫
補
助
制
度
の
必
要
性
へ
の
認
識

と
今
後
の
働
き
か
け
は
。

　

 　
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
は
、

様
々
な
手
立
て
を
講
じ
て
き
た
が
、

補
助
員
に
つ
い
て
も
、
一
人
で
も

多
い
確
保
に
向
け
て
努
め
る
。

　
雇
用
形
態
は
、
今
後
導
入
す
る

本
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
基
づ
き
、
見
直
し
を
図
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
国
の
補
助
金
等

を
活
用
し
て
お
り
、
今
後
も
中
核

　
　
市
内
の
特
別
支
援
学
級
は
毎

年
増
え
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
状

態
に
は
差
も
多
く
、
教
員
加
配
や

支
援
員
等
配
置
が
必
要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
支
援
学
級
の
増
加
に

配
置
が
追
い
付
か
ず
、
支
援
員
等

者
負
担
の
公
平
性
を
担
保
し
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
行
制
度

の
運
営
が
適
切
と
考
え
る
が
、
持

続
可
能
な
制
度
と
な
る
よ
う
引
き

続
き
国
に
公
費
拡
充
を
要
望
す
る
。

　
　

　
　

特
別
支
援
学
級
の
支
援
員
等

配
置
状
況
の
改
善
に
つ
い
て

日本共産党郡山市議団

問

問

答 問

たか はるよしはし

高橋　善治議員
通告時間…15分

す
る
人
、
さ
れ
る
人
に
配
慮
し
た

今
後
の
対
応
策
は
。

　
　
郡
山
市
高
齢
者
福
祉
計
画
･

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け
る
２

０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度

ま
で
の
第
七
次
期
間
中
、
要
介
護

３
以
上
の
認
定
者
数
が
606
人
、
約

13
％
の
増
加
と
見
込
ま
れ
る
中
で
、

地
域
密
着
型
を
含
む
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
３
施
設
118
床
の
整
備
と

代
替
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
次
期
計
画
策
定
の
中

で
、
在
宅
介
護
実
態
調
査
な
ど
を

踏
ま
え
、
代
替
と
な
る
各
種
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
施
設
整

備
に
よ
る
介
護
保
険
料
へ
の
影
響

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
計
画
策
定
に
は
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
を
勘
案

し
た
成
果
指
標
等
を
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
学
生
以

下
の
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
た

ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
り
子
ど
も
の
貧

困
の
実
態
把
握
を
行
っ
て
お
り
、

更
な
る
調
査
検
討
を
進
め
、
第
二

期
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
。

　
　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
る

こ
と
の
で
き
な
い
所
得
等
の
少
な

い
要
介
護
者
や
そ
の
家
族
の
入
所

要
望
を
市
が
分
析
し
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
な
ど
、
介
護

　
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法

の
改
正
に
よ
り
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
計
画
策
定
が
市
区
町
村
の

努
力
義
務
と
さ
れ
た
が
、
ニ
コ
ニ

コ
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ン
の
第

二
期
計
画
で
、
子
ど
も
の
貧
困
対

な
ど
を
考
慮
し
、
介
護
保
険
制
度

の
持
続
可
能
性
を
維
持
し
な
が
ら
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
等

に
よ
り
待
機
者
の
解
消
を
図
る
。

　
　
高
齢
者
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト

事
業
全
体
の
助
成
額
は
、
平
成
29

年
度
は
２
億
２
千
337
万
円
だ
っ
た

が
、
平
成
30
年
度
の
助
成
実
績
の

額
は
。

　
ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
で
あ
っ

て
も
、
市
民
団
体
や
女
性
団
体
な

ど
か
ら
要
望
の
多
い
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
共
通
利
用
券
を
、
70
歳
か
ら

利
用
で
き
る
よ
う
改
善
し
て
は
。

　
　
昨
年
度
助
成
額
は
２
億
３
千

990
万
円
で
、
事
業
開
始
年
度
と
比

べ
４
年
間
で
30
％
増
加
し
て
い
る
。

　
メ
ニ
ュ
ー
改
善
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
高
齢
者
数
の
確
実
な
伸
び

が
見
込
ま
れ
る
中
、
高
齢
者
施
策

全
体
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源

の
も
と
、
持
続
可
能
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
本
年
度
中
に
見
直
し
を

行
う
中
で
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
改
善
に
つ

い
て　
　

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

社会民主党

問

問

答

や こさ よえ がし

八重樫小代子議員
通告時間…30分

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※
未
来
都
市
に
関
し
て

保
育
に
関
し
て

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

楽
都
郡
山
に
関
し
て

〇〇〇〇

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
拡
充
に

つ
い
て

使
用
料
、手
数
料
の
見
直
し
に

つ
い
て

　本会議や委員会の議事手続き、請願・陳情、議
員の懲罰に必要な事項等を定めた規則で、その改
正等には、議会の議決が必要です。地方自治法に
より必ず設けることとされており、議員や第三者に
対する拘束力をもちます。

議会の豆知識①議会の豆知識①議会の豆知識①

※関連項目：定例会のあらまし（2頁）、議案等の議決結果(3頁)

〇〇

待
機
解
消
に
向
け
た
今
後
の

対
応
策
に
つ
い
て

国
の
財
源
措
置
に
よ
る
均
等

割
、平
等
割
の
廃
止
に
つ
い
て

答答

答

※

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）…

２
０
１
５
年

９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
タ
」に
て
記
載
さ
れ

た
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
。
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国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
提

言
の
機
会
を
捉
え
、
よ
り
一
層
、

子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
推
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
国
に
要
望
し
て

い
く
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
充

実
し
た
生
活
と
保
護
者
の
安
心
と

支
え
に
な
る
よ
う
職
員
配
置
等
、

運
営
体
制
の
充
実
を
更
に
推
進
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
支
援
員
は
児
童
数
に
よ
る
基

準
に
応
じ
配
置
し
、
特
に
支
援
が

必
要
と
判
断
さ
れ
る
児
童
が
い
る

場
合
等
、
状
況
を
勘
案
し
、
必
要

待
機
児
童
解
消
に
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
が
見
解
は
。

　
　
平
成
27
年
度
施
行
の
子
ど
も

子
育
て
支
援
新
制
度
で
は
、
「
す

べ
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を

対
象
に
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
・

保
育
等
の
質
・
量
の
拡
充
を
図
る

こ
と
が
示
さ
れ
、
本
市
で
は
、
待

機
児
童
解
消
に
向
け
、
民
間
認
可

保
育
所
等
の
整
備
や
保
育
士
の
処

遇
改
善
な
ど
、
質
・
量
と
も
に
安

全
・
安
心
な
保
育
体
制
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め
、
よ

り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、

国
の
安
定
的
な
財
源
確
保
が
重
要

と
な
る
た
め
、
全
国
市
長
会
等
、

　
　
安
全
・
安
心
の
保
育
所
体
制

を
整
え
、
施
策
拡
充
を
図
る
よ
う

国
に
求
め
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

　
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
等
の
活

用
に
よ
り
、
施
設
増
設
と
処
遇
改

善
で
保
育
士
確
保
・
増
員
を
図
り
、

人
員
を
加
配
し
て
い
る
。

　
運
営
体
制
の
充
実
に
は
、
支
援

員
の
資
質
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、

本
市
で
は
、
独
自
の
研
修
実
施
な

ど
、
様
々
な
研
修
機
会
の
充
実
に

努
め
、
資
質
向
上
に
よ
る
運
営
体

制
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
　
加
齢
性
難
聴
に
、
補
聴
器
は
、

高
齢
者
が
社
会
で
活
躍
、
働
く
際
、

必
需
品
に
な
る
。

　
国
や
県
に
対
し
、
加
齢
性
難
聴

へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
創
設

を
求
め
る
と
同
時
に
、
本
市
独
自

の
補
助
制
度
を
求
め
る
が
見
解
は
。

　
　
国
で
は
昨
年
度
か
ら
、
補
聴

器
を
用
い
た
聴
覚
障
害
補
正
に
よ

る
認
知
機
能
低
下
予
防
効
果
検
証

の
研
究
を
進
め
て
お
り
、
国
、
県

へ
の
補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度
の

創
設
要
望
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
も

注
視
し
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
独
自
の
補
聴
器
購
入

助
成
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
範

囲
や
購
入
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
対

応
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

豊
島
区
等
の
導
入
自
治
体
の
調
査

も
行
い
な
が
ら
、
助
成
制
度
の
有

効
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

安
全
・
安
心
の
保
育
体
制
の

確
保
に
つ
い
て

－6－

日本共産党郡山市議団

問

答

答

いわ こま りさき

岩﨑 真理子議員
通告時間…30分

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購
入

補
助
に
つ
い
て　

問 答 郡
山
総
合
体
育
館
の
今
後
の

改
修
に
つ
い
て

問

台
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
案
を
示
し
た

い
。

　
　
一
般
家
庭
用
ご
み
処
理
の
有

料
化
に
つ
い
て
検
討
に
入
る
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る

た
め
に
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
は
、

最
終
処
分
場
の
延
命
化
や
Ｃ
Ｏ
２

等
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

　
平
成
30
年
１
月
に
は
郡
山
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
か
ら
、

生
活
系
ご
み
の
適
正
負
担
を
推
進

す
べ
き
と
の
答
申
を
受
け
て
お
り
、

有
料
化
の
有
無
及
び
手
法
を
含
め
、

先
進
都
市
2.0
」
の
実
現
を
目
指
す

本
市
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な

活
用
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
跡
地
の
利
活
用
の
検
討
は
、

提
言
を
参
考
に
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
整
合
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
た
め
、
庁
内
に
郡
山
市
旧

豊
田
貯
水
池
利
活
用
検
討
推
進
本

部
を
設
置
し
、
専
門
的
見
地
か
ら

都
市
計
画
な
ど
の
専
門
家
で
構
成

す
る
旧
豊
田
貯
水
池
利
活
用
懇
談

会
を
開
催
す
る
。

　
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

へ
委
託
し
、
今
後
、
庁
内
の
検
討

及
び
専
門
家
の
意
見
を
取
り
ま
と

め
、
年
内
に
整
備
計
画
の
た
た
き

　
　
２
年
前
の
公
有
資
産
活
用
検

討
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
跡
地

の
一
部
を
駐
車
場
や
自
由
広
場
等

と
し
て
暫
定
利
用
を
提
言
し
た
。

　
豊
田
浄
水
場
が
廃
止
さ
れ
て
か

ら
６
年
が
経
過
し
、
「
課
題
解
決

ご
み
処
理
費
用
の
負
担
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
。　
　

　　　
　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
や
利
用
者
、

来
訪
者
か
ら
体
育
館
の
床
や
ト
イ

レ
の
改
修
の
要
望
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
以
前
、
市
政
一
般

質
問
で
見
解
を
伺
っ
た
。

　
そ
の
後
も
要
望
の
声
が
強
く
、

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、

改
修
に
向
け
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
宝
来
屋
郡
山
総
合
体
育
館
は
、

昭
和
49
年
の
建
設
後
、
ト
イ
レ
の

一
部
洋
式
化
や
耐
震
化
工
事
、
各

種
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
た
が
、

40
年
以
上
経
過
し
た
施
設
で
あ
り
、

更
に
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
に
全

体
的
な
再
整
備
箇
所
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
施
設
の
改
修
は
郡
山
市

Ｐ
Ｆ
Ｉ
※

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
を
検
討
す
る
た
め
、

郡
山
総
合
運
動
場
の
他
施
設
と
併

せ
て
、
劣
化
状
況
等
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
適
切
な
施
設
の
改
修

方
法
を
検
討
す
る
。

旧
豊
田
貯
水
池
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て

ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ
い
て

創流会

問

問

答

おお ひろ ゆきしろ

大城　宏之議員
通告時間…30分

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

郡
山
市
総
合
地
方
卸
売
市
場
の

今
後
に
つ
い
て

国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

〇　〇〇掲
載
以
外
の
質
問
項
目

原
発
問
題
に
つ
い
て

安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保

険
に

〇〇

答運
営
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

問答

※

Ｐ
Ｆ
Ｉ…

公
共
施
設
等
の
建
設
、維
持
管
理
、運

営
等
を
民
間
の
資
金
、経
営
能
力
及
び
技
術
的
能

力
を
活
用
す
る
手
法
。

・」
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し
て
い
る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
を
含
む

除
草
剤
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
神
経
毒
、
残
留
性
、
浸

透
性
の
特
性
を
持
つ
ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
系
農
薬
は
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
害
虫
防
除
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
農
薬
の
危
険
性
に
つ

い
て
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
農
薬
の
製
造
、
販
売
に
つ
い

て
は
国
の
登
録
制
度
で
あ
り
、
農

薬
取
締
法
等
で
規
制
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
農
薬
は
広
く
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
作
物

や
希
釈
倍
数
、
散
布
量
等
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、

農
業
従
事
者
に
対
し
て
、
法
令
等

今
年
度
の
予
定
は
。

　

 　
各
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
等
か
ら

修
繕
要
望
等
を
あ
げ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
巡
回
指
導
員
が
毎
月
訪

問
し
、
施
設
の
状
況
把
握
や
要
望

確
認
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
、
ト
イ
レ
修
繕
な
ど

優
先
度
の
高
い
箇
所
か
ら
着
手
し
、

全
体
で
66
件
の
修
繕
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
も
、
緊
急
性
と
財
政
的

制
約
な
ど
も
考
慮
し
た
う
え
で
、

要
望
等
を
相
対
的
に
判
断
し
、
優

先
度
の
高
い
順
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

　
　
国
際
が
ん
研
究
機
関
が
、
毒

性
や
発
が
ん
性
の
懸
念
が
あ
る
と

　
　
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
地

域
子
ど
も
教
室
か
ら
の
施
設
等
に

か
か
る
環
境
整
備
の
要
望
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
、
現
場

確
認
を
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
対
応
状
況
と

に
基
づ
き
使
用
方
法
を
指
導
し
て

い
る
た
め
、
使
用
者
は
周
辺
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
、
適
正
に
使
用

し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　 掲
載
以
外
の
質
問
項
目

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て

熱
中
症
と
紫
外
線
対
策
に
つ
い
て

包
括
外
部
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

　公益的な事項について、国や県に対する議会の
意見として提出する文書をいいます。
　住民の請願を議会が採択した場合や、議会独自
の意思により国政に反映させたい場合などに、意
見書の提出を行います。

議会の豆知識②議会の豆知識②議会の豆知識②

※関連項目：議案等の議決結果（3頁）、
　　　　　 請願書・陳情書の提出（11頁）

〇〇〇

虹とみどりの会

答

問

答

蛇石　郁子議員
通告時間…20分

要
望
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

へび こいくいし

　
　
富
久
山
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線

化
延
長
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
、

国
・
県
に
強
く
働
き
か
け
を
行
う

べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。

　
　
本
路
線
は
、
県
が
平
成
11
年

度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、
平
成
21

年
度
に
、
一
部
暫
定
２
車
線
で
供

用
を
開
始
、
昨
年
度
は
、
全
線
４

車
線
化
に
向
け
て
、
富
久
山
大
橋

北
側
に
残
り
の
上
部
工
を
設
置
す

る
た
め
の
設
計
委
託
な
ど
、
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
年
５
月
に
は
、
国
に
本
路
線

の
未
整
備
区
間
の
早
期
整
備
の
必

要
性
や
、
地
域
間
交
流
の
更
な
る

　
　
農
業
後
継
者
縁
結
び
推
進
事

業
や
、
青
年
層
の
交
流
の
場
と
し

て
、
35
歳
ま
で
の
独
身
男
女
を
対

象
と
し
た
ユ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
木
曜

ク
ラ
ブ
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

出
会
い
の
場
を
提
供
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
ふ
く
し
ま
結
婚
・
子
育

て
応
援
セ
ン
タ
ー
実
施
の
「
世
話

や
き
人
」
の
活
用
や
、
結
婚
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
は
ぴ
福
な
び

の
市
内
出
張
登
録
会
へ
の
協
力
な

ど
、
県
と
連
携
し
た
結
婚
支
援
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
に
お
い
て

も
、
婚
活
支
援
事
業
を
連
携
事
業

に
位
置
づ
け
て
お
り
、
今
後
も
結

婚
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
連
携
事

業
と
し
て
、
対
象
を
限
定
し
な
い

出
会
い
の
機
会
を
創
出
す
る
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
圏
域
内
の

人
口
還
流
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
見
解
は
。

推
進
、
都
市
内
環
状
機
能
の
強
化

な
ど
整
備
の
意
義
を
伝
え
、
併
せ

て
重
要
物
流
道
路
の
代
替
･
補
完

路
へ
の
追
加
指
定
を
要
望
し
た
。

　
今
後
も
、
国
・
県
等
関
係
機
関

に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
結
婚
し
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
条
件
は
、
正

規
雇
用
で
あ
り
、
安
定
し
た
収
入

に
よ
る
将
来
設
計
が
可
能
で
あ
る

こ
と
が
結
婚
の
条
件
と
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
否
め
な
い
。

　
今
後
、
労
働
力
人
口
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
、
安
定
し
た
就
労

環
境
の
確
保
の
た
め
、
行
政
が
各

企
業
の
正
規
雇
用
の
促
進
を
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
。

　
　
育
児
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

や
男
性
の
家
事
育
児
参
画
の
推
進

な
ど
に
よ
り
、
ワ
ー
ク
・
フ
ォ
ー

ラ
イ
フ
へ
発
想
転
換
す
る
よ
う
、

市
内
経
済
団
体
に
対
し
要
請
し
た
。

　
ま
た
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の

順
次
施
行
内
容
や
、
有
期
契
約
労

働
者
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
適
用
な

ど
の
周
知
・
啓
発
を
行
っ
た
。

　
今
後
も
各
種
調
査
か
ら
実
態
を

把
握
し
、
適
宜
的
確
に
対
応
す
る
。

結
婚
支
援
に
つ
い
て

安
定
し
た
就
労
環
境
の
確
保

に
つ
い
て

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

新政会

問

問

答

あい おかずた

會田　一男議員
通告時間…30分

学
術
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て

地
域
活
力
の
維
持
に
つ
い
て

〇〇

答 国
道
288
号
富
久
山
バ
イ
パ
ス

の
渋
滞
解
消
に
つ
い
て

問

答

・

問 農
薬
の
危
険
性
に
つ
い
て

」
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を
深
め
る
資
料
と
し
て
、
拉
致
被

害
者
、
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み 

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
、
学
校
で
の

活
用
を
促
し
て
い
る
が
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
の
資
料
ア
ニ
メ「
め

ぐ
み
」
の
上
映
機
会
、
授
業
等
で

の
活
用
等
、
教
育
現
場
の
状
況
は
。

　
　
拉
致
問
題
は
新
学
習
指
導
要

領
に
明
示
さ
れ
、
授
業
の
学
習
内

容
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

教
科
書
以
外
の
補
助
教
材
や
映
像

資
料
等
は
、
児
童
・
生
徒
や
学
校

の
実
態
等
を
十
分
考
慮
し
、
各
学

校
が
そ
の
活
用
を
主
体
的
に
判
断

し
て
お
り
、
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」

は
、
６
月
17
日
現
在
、
小
学
校
７

し
対
策
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後

更
に
対
策
強
化
の
必
要
が
あ
る
の

か
、
最
新
の
気
象
変
化
と
浸
水
対

策
へ
の
受
け
止
め
方
は
。

　
　
近
年
の
本
市
の
１
時
間
30 

㎜

以
上
の
降
水
量
の
年
間
発
生
回
数

が
、
30
年
前
の
1.4
倍
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
立
環
境

研
究
所
等
の
知
見
活
用
等
と
と
も

に
、
緑
地
の
創
出
、
保
全
に
努
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
、
浸
水
対
策

を
強
化
し
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
実
を
あ
げ
て
い
く
。

　　
　
政
府
は
、
拉
致
問
題
の
理
解

　
　
５
月
15
日
に
降
っ
た
局
地
的

な
雨
は
、
１
時
間
換
算
で
100 

㎜
以

上
の
猛
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
市
は
こ
う
し
た
気
象
変
化
に

伴
う
雨
量
の
増
加
に
合
わ
せ
、
国

の
100 

㎜
／
ｈ
安
心
プ
ラ
ン
に
登
録

校
、
中
学
校
４
校
で
活
用
し
て
い

る
。

　
　
第
27
回
郡
山
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
で
、
母
子
生
活
支
援
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
と
報
告
さ
れ

た
が
、
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
い
い
の
か
、
母

子
生
活
支
援
施
設
の
よ
う
な
常
時

寄
り
添
っ
て
見
守
る
施
設
が
必
要

な
の
か
、
そ
の
判
断
は
、
今
回
調

査
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

専
門
的
な
知
見
を
も
っ
て
臨
ん
で

い
た
だ
き
た
い
が
考
え
は
。

　
　
今
回
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
、
今

後
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
支
援

の
あ
り
方
を
広
く
検
討
す
る
た
め

の
ニ
ー
ズ
把
握
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
現
在
の
生
活
状
況
や
悩
み

不
安
ご
と
に
加
え
、
支
援
策
と
し

て
の
住
居
提
供
や
児
童
虐
待
・
Ｄ

Ｖ
被
害
者
へ
の
対
応
等
の
項
目
が

想
定
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
、
次
回

の
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
協
議

の
う
え
決
定
し
た
い
。

　
な
お
、
調
査
で
得
た
情
報
を
検

証
・
分
析
し
、
母
子
生
活
支
援
全

般
の
あ
り
方
を
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

気
象
状
況
の
変
化
に
伴
う
浸

水
対
策
に
つ
い
て

志翔会

問

答

答

かわ のりみつまえ

川前　光徳議員
通告時間…30分

母
子
生
活
支
援
に
つ
い
て
の

ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

問

答

答 旧
国
道
４
号
沿
線
の
浸
水
対

策
に
つ
い
て

問

代
の
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
は
保

護
者
へ
も
波
及
す
る
取
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
児
童
生
徒
が
、
が
ん
教
育
を

通
じ
て
健
康
等
を
考
え
る
こ
と
や
、

が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
、
が
ん
の
予
防

及
び
早
期
発
見
に
大
変
重
要
で
あ

り
、
平
成
29
年
度
に
本
市
独
自
の

が
ん
教
育
指
導
資
料
を
作
成
し
た
。

　
各
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
医

の
指
導
や
助
言
の
も
と
、
資
料
を

活
用
し
た
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、

県
が
新
た
に
立
ち
上
げ
た
が
ん
教

育
実
践
事
業
の
活
用
や
学
校
医
等

と
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
、
が

ん
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。

第
一
、
西
口
第
二
、
東
口
の
３
か

所
で
運
営
を
業
務
委
託
し
て
い
る
。

　
開
場
時
間
は
午
前
６
時
と
な
っ

て
お
り
、
郡
山
駅
の
始
発
電
車
は

磐
越
東
線
の
午
前
５
時
30
分
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
に
合
わ
せ
る
に
は

職
員
の
出
勤
時
間
を
早
め
る
必
要

が
あ
り
、
大
変
厳
し
い
労
働
条
件

と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

利
用
時
間
の
変
更
は
考
え
て
な
い
。

　
　
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
は

中
学
生
に
、
放
射
線
医
師
に
よ
る

授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
も
、
中
学
校
で
医
師
に
よ

る
が
ん
教
育
を
実
施
し
、
若
い
世

　
　
磐
越
東
線
始
発
電
車
で
部
活

動
の
朝
練
の
た
め
通
学
す
る
高
校

生
が
、
駐
輪
場
に
自
転
車
を
止
め

ら
れ
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
、
解

決
策
と
と
も
に
見
解
は
。

　
　
郡
山
駅
前
駐
輪
場
は
、
西
口

　　　
　
５
月
の
集
中
豪
雨
で
は
床
上

床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
た
。

　
浸
水
地
区
住
民
は
土
の
う
と
止

水
板
で
対
応
し
て
お
り
、「
ち
ゃ
ん

と
し
た
浸
水
対
策
を
」
と
異
口
同

音
に
訴
え
て
い
る
が
見
解
は
。

　
　
駅
前
周
辺
の
下
水
道
は
、
汚

水
と
雨
水
を
１
つ
の
管
で
排
水
す

る
合
流
式
で
あ
り
、
排
水
能
力
が

１
時
間
当
た
り
35
㎜
の
た
め
、
特

に
雨
水
の
集
ま
る
堂
前
、
駅
前
周

辺
は
、
他
の
区
域
と
比
べ
浸
水
被

害
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
９
年
プ
ラ
ン

に
駅
前
周
辺
地
区
等
を
位
置
付
け
、

１
時
間
当
た
り
74
㎜
を
対
象
降
雨

と
し
、
雨
水
貯
留
施
設
等
の
ハ
ー

ド
対
策
及
び
ソ
フ
ト
対
策
等
に
よ

り
、
浸
水
被
害
を
最
小
限
に
す
る

計
画
で
、
令
和
４
年
度
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
連
携
協
定
を
締
結
し
た

日
本
大
学
工
学
部
が
構
築
を
進
め

て
い
る
合
流
式
下
水
道
区
域
の
雨

水
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
的

な
浸
水
対
策
に
繋
げ
て
い
く
。

郡
山
駅
前
駐
輪
場
の
利
用
開

始
時
間
に
つ
い
て

郡山市議会公明党

問答

ただ みつ おの

伹野　光夫議員
通告時間…30分

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

財
政
運
営
と
財
源
確
保
に
つ
い
て

町
内
会
等
地
縁
組
織
に
つ
い
て

子
ど
も
施
策
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

〇〇〇〇掲
載
以
外
の
質
問
項
目

第
２
層
協
議
体
の
今
後
の
事
業

展
開
に
つ
い
て

受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

〇〇

答
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問 が
ん
教
育
に
つ
い
て

問 資
料
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
の

郡
山
市
内
小
中
学
校
で
の
活

用
状
況
に
つ
い
て

・

」

・
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将
来
構
想
実
現
に
向
け
、
今
後
も

公
民
連
携
の
も
と
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　

　
　
不
審
者
に
よ
る
子
ど
も
へ
の

声
か
け
事
案
が
連
続
し
て
発
生
し

て
お
り
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
国
際
認
証
を
受
け
た
本
市
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
今
後
ど
の
よ

う
な
取
組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
加

え
、
防
災
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
に

よ
る
情
報
発
信
な
ど
、
部
局
横
断

的
な
取
組
み
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
セ
ー
フ
コ

向
け
た
戦
略
的
な
地
域
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
を
ど
う
捉
え
、
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　

 　
水
郡
線
及
び
磐
越
東
線
が
横

断
し
、
磐
越
自
動
車
道
の
郡
山
東

イ
ン
タ
ー
が
立
地
す
る
な
ど
、
交

通
の
要
衡
で
も
あ
る
東
部
地
域
は
、

こ
お
り
や
ま
広
域
圏
の
各
市
町
村

相
互
の
境
界
地
で
あ
り
、
そ
の
中

心
エ
リ
ア
と
し
て
の
役
割
を
担
う

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
域
に
お
け
る
生
活

圏
・
文
化
圏
及
び
経
済
圏
に
マ
ッ

チ
し
た
交
易
、
交
通
、
交
信
を
活

性
化
さ
せ
、
市
町
村
の
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
地
域
振
興
と
、
本
市
の

　
　
郡
山
駅
東
口
を
含
む
東
部
地

域
は
主
に
、
農
林
業
を
主
な
産
業

と
す
る
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
傾
向
が

強
ま
っ
て
お
り
、
地
域
産
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
活
性
化
に

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
と
連
携

し
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
最
優
先

に
、
全
市
的
な
取
組
み
と
な
る
よ

う
努
め
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
に
対
し
て
は
、

防
犯
ブ
ザ
ー
携
行
の
徹
底
や
、
防

犯
教
室
等
を
通
し
た
危
険
を
予
知

回
避
・
対
処
す
る
能
力
等
の
育
成
、

さ
ら
に
は
、
保
護
者
会
等
を
通
し

た
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
協
力
依

頼
等
に
つ
い
て
助
言
し
て
い
く
。

　
　
農
作
物
等
へ
の
鳥
獣
被
害
防

止
の
た
め
の
昨
年
度
に
お
け
る
電

気
柵
、
箱
ワ
ナ
の
要
望
数
、
設
置

件
数
及
び
今
後
の
計
画
は
。

　
　
昨
年
度
に
お
け
る
電
気
柵
に

つ
い
て
は
、
56
地
区
、
総
延
長
約

69
㎞
の
要
望
に
対
し
、
全
て
の
地

区
に
要
望
ど
お
り
設
置
し
た
。

　
ま
た
、
箱
ワ
ナ
に
つ
い
て
は
、

イ
ノ
シ
シ
用
10
基
、
ク
マ
用
２
基
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
用
33
基
の
設
置
要
望

が
あ
り
、
全
て
対
応
し
た
。

　
今
後
も
、
郡
山
市
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
し
、
鳥

獣
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

電
気
柵
、
箱
ワ
ナ
の
要
望
件

数
、
設
置
件
数
等
に
つ
い
て

新政会

問

問答 公
民
館
の
貸
館
機
能
の
改
善

に
つ
い
て

問

問

答

折笠　　正議員
通告時間…30分

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

おり ただしかさ

答掲
載
以
外
の
質
問
項
目

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

農
水
産
物
の
安
全
・
安
心
の
Ｐ

Ｒ
と
販
路
拡
大
に
つ
い
て

〇〇〇〇

　
　
公
民
館
は
、
第
３
日
曜
日
が

一
斉
に
休
館
日
と
な
っ
て
お
り
、

貸
館
と
し
て
使
用
で
き
な
い
が
、

市
民
が
い
つ
で
も
貸
館
利
用
で
き

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

　
　
地
域
や
各
種
団
体
が
実
施
す

る
発
表
会
、
地
域
行
事
の
開
催
等

に
あ
た
っ
て
は
、
公
民
館
休
館
日

の
第
３
日
曜
日
を
臨
時
的
に
開
館

し
、
弾
力
的
運
用
を
図
っ
て
い
る
。

　
安
積
・
富
久
山
の
総
合
学
習
セ

ン
タ
ー
及
び
熱
海
多
目
的
交
流
施

設
「
ほ
っ
と
あ
た
み
」
は
、
第
３

日
曜
日
を
開
館
し
て
お
り
、
今
後

も
、
市
民
に
有
効
活
用
さ
れ
る
よ

が
今
年
度
末
で
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
公
有
資
産
活
用
調
整
会
議

で
、
当
該
土
地
の
現
状
に
つ
い
て

共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の

活
用
可
能
性
に
つ
い
て
全
庁
的
に

検
討
を
開
始
し
た
。

　
郡
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
は
、
総
量
縮
減
の
考
え
方

を
基
本
に
、
施
設
の
複
合
化
や
集

約
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

公
有
資
産
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
利
用
計
画
が
定
ま
ら
な
い
財

産
は
、
売
却
に
よ
る
処
分
を
行
う

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。　

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捕
捉
し
な

が
ら
総
合
的
な
視
点
で
検
討
す
る
。

　
　
地
域
で
は
、
こ
の
土
地
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
大
き
な
期
待
を

抱
い
て
い
る
が
、
市
民
の
た
め
の

施
設
整
備
に
よ
る
土
地
の
有
効
活

用
を
検
討
し
て
は
。

　
　
県
と
の
使
用
貸
借
契
約
期
間

う
周
知
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

休
館
日
の
臨
時
的
開
館
に
つ
い
て

も
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
く
。

　
　
磐
梯
熱
海
地
区
は
温
泉
施
設

の
ほ
か
に
、
沼
上
発
電
所
な
ど
の

日
本
遺
産
構
成
文
化
財
、
ケ
ヤ
キ

の
森
散
策
路
な
ど
が
あ
り
、
そ
の

熱
海
地
区
か
ら
中
ノ
沢
温
泉
を
つ

な
ぐ
母
成
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
母

成
峠
に
は
、
大
規
模
な
戊
辰
戦
争

の
陣
地
の
遺
跡
で
あ
る
砲
台
跡
、

防
塁
跡
、
塹
壕
跡
が
あ
る
。

　
歴
史
的
に
も
貴
重
な
陣
地
跡
を
、

福
島
県
文
化
財
の
史
跡
指
定
と
し

て
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　
　
昨
年
、
本
市
と
猪
苗
代
町
の

歴
史
研
究
団
体
で
組
織
さ
れ
た「
戊

辰
戦
争
150
年
会
津
藩
母
成
峠
陣
跡

保
存
会
」
か
ら
県
の
史
跡
指
定
に

向
け
た
要
望
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

母
成
峠
陣
地
の
土
地
管
理
者
で
あ

る
国
及
び
県
に
相
談
す
る
と
と
も

に
、
史
跡
を
共
有
す
る
猪
苗
代
町

と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　
今
後
も
、
同
保
存
会
や
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
県
へ
の
働

き
か
け
を
行
う
。

緑
ケ
丘
東
七
丁
目
市
有
地
の

活
用
に
つ
い
て

母
成
峠
陣
地
の
史
跡
指
定
に

つ
い
て　

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

志翔会

問

問答

こん とし おない

近内　利男議員
通告時間…30分

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

図
書
館
行
政
に
つ
い
て

市
民
の
心
身
の
健
康
に
つ
い
て

〇〇〇

答

答
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ぼ
う
る
い

ざ
ん
ご
う

・



時
期
が
異
な
る
た
め
、
引
き
続
き

周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
保
育
士
の
月
給
は
全
産
業
平

均
よ
り
約
10
万
円
低
く
、
な
り
手

不
足
で
現
場
は
疲
弊
し
て
い
る
と

新
聞
記
事
に
な
っ
て
い
た
。

　
市
立
保
育
所
で
働
い
て
い
る
正

規
一
般
保
育
士
の
平
成
29
年
度
と

平
成
30
年
度
分
の
平
均
給
料
月
額

と
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
臨
時
保
育
士

の
賃
金
を
月
額
に
換
算
し
た
額
は
。

　
　
係
員
相
当
の
正
規
一
般
保
育

士
の
平
均
給
料
月
額
は
平
成
29
年

度
26
万
３
千
981
円
、
平
成
30
年
度

は
平
均
年
齢
が
0.7
歳
低
く
な
っ
た
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進
学
に
重
点
を
置
い
た
県
立

中
高
一
貫
校
の
中
通
り
へ
の
新
設

方
針
が
、
県
か
ら
出
さ
れ
た
が
、

本
市
へ
の
導
入
に
向
け
、
県
と
積

極
的
に
協
議
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
そ
の
上
で
、
交
通
利
便
性
を
活

か
し
、
過
去
の
東
海
大
学
誘
致
活

動
の
経
緯
か
ら
も
、
北
部
地
域
へ

の
設
置
を
協
議
す
べ
き
で
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
の
進
路
選
択
の

幅
が
広
が
る
メ
リ
ッ
ト
や
、
本
市

学
校
教
育
全
体
の
更
な
る
充
実
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
、
引
き

続
き
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も

に
、
県
に
要
望
書
を
提
出
し
た
福

備
等
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
早
急
に
対
処
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
は
。

　
　
郡
山
市
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
実
施
し
た
、

合
同
点
検
及
び
対
策
の
検
討
結
果

を
受
け
、
対
策
が
必
要
な
約
230
ｍ

に
つ
い
て
、
水
路
の
蓋
掛
け
で
歩

行
空
間
が
確
保
で
き
る
約
80
ｍ
区

間
は
、
今
年
度
、
秋
の
稲
刈
り
後
、

改
修
工
事
に
着
手
す
る
。

　
ま
た
、
道
路
拡
幅
が
必
要
な
延

長
約
150
ｍ
区
間
は
、
関
係
権
利
者

と
用
地
取
得
の
協
議
中
で
あ
り
、

今
後
も
、
本
路
線
の
み
な
ら
ず
、

全
て
の
道
路
の
通
学
路
安
全
対
策

事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　
喜
久
田
町
堀
之
内
地
内
を
通

る
市
道
南
椚
内
千
杯
田
線
は
、
西

部
第
二
工
業
団
地
方
面
へ
の
抜
け

道
と
な
り
、
小
・
中
学
生
の
通
学

が
非
常
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
、
早
急
な
道
路
拡
幅
と
歩
道
整

島
の
未
来
を
考
え
る
青
年
団
体
協

議
会
等
と
の
連
携
も
視
野
に
、
県

教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
磐
梯
熱
海
温
泉
は
、
震
災
以

降
入
り
込
み
数
減
少
で
厳
し
い
状

況
に
あ
る
の
で
、
日
本
遺
産
認
定

に
伴
っ
て
様
々
な
歴
史
文
化
に
ふ

れ
、
地
元
に
あ
る
沼
上
、
竹
之
内
、

丸
守
の
発
電
所
等
の
文
化
遺
産
を

は
じ
め
、
玉
川
堰
等
を
取
り
入
れ

た
、
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り

を
し
、
誘
客
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
見
解
は
。

　
　
現
在
、
日
本
遺
産
「
一
本
の

水
路
」
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会

を
中
心
に
、
猪
苗
代
湖
を
は
じ
め
、

熱
海
地
区
の
沼
上
発
電
所
等
の
構

成
文
化
財
を
巡
る
歴
史
的
魅
力
体

験
観
光
周
遊
ツ
ア
ー
の
開
催
等
、

観
光
誘
客
を
推
進
し
て
い
る
。

　
熱
海
地
区
は
、
構
成
文
化
財
以

外
に
も
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
有

し
て
お
り
、
他
地
域
の
魅
力
あ
る

観
光
資
源
等
と
関
連
付
け
な
が
ら
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新
た
な
観
光

ル
ー
ト
を
造
成
し
、
更
な
る
観
光

誘
客
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

市
道
南
椚
内
千
杯
田
線
の

拡
幅
に
つ
い
て　
　
　
　

中
高
一
貫
校
の
設
置
に
つ
い
て

志翔会

問

保
育
士
の
処
遇
に
つ
い
て　

問答磐
梯
熱
海
温
泉
の
活
性
化
に

つ
い
て

問答

問

答

答

おお

大内　嘉明議員
通告時間…30分

増
や
さ
な
い
対
策
や
市
役
所
で
働

く
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

求
め
て
き
た
が
、
国
の
「
働
き
方

改
革
関
連
法
」
の
施
行
に
よ
り
、

中
小
零
細
企
業
者
に
対
し
て
、
何

ら
か
の
対
応
を
図
る
考
え
は
。

　
　
厚
生
労
働
省
と
中
小
企
業
庁

が
本
年
３
月
に
作
成
し
た
働
き
方

改
革
好
事
例
集
や
支
援
策
を
ま
と

め
た
働
き
方
改
革
支
援
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
等
の
周
知
を
郡
山
商
工
会
議

所
な
ど
４
団
体
に
依
頼
し
た
ほ
か
、

市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
情
報
紙
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
等
に
よ

り
周
知
・
啓
発
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
大
企
業
と
中
小
企
業
で

働
き
方
改
革
関
連
法
の
適
用
開
始

　
　
西
側
コ
ー
ト
が
長
年
の
使
用

か
ら
表
土
の
劣
化
で
埃
が
立
ち
や

す
く
、
水
み
ち
が
発
生
し
て
お
り
、

プ
レ
ー
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が

あ
っ
た
た
め
、
本
年
５
月
に
内
野

全
体
の
表
層
土
の
撤
去
及
び
良
質

土
の
補
充
を
行
い
、
外
野
の
一
部

に
も
良
質
土
を
補
充
し
、整
地
し
た
。

　
今
後
も
、
大
会
等
が
安
全
に
行

わ
れ
る
よ
う
良
好
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

　
　
本
市
の
企
業
状
況
は
中
小
零

細
企
業
が
中
心
で
あ
り
、
対
策
や

支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
非
正
規
労
働
者
を

　
　
以
前
も
指
摘
し
た
が
、
平
成

５
年
に
供
用
開
始
し
た
ふ
る
さ
と

の
森
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場
２
か
所
の
整
備
状
況
と
今

後
の
改
修
・
改
善
対
策
は
。

影
響
か
ら
25
万
８
千
755
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
フ
ル
タ
イ
ム
の
臨
時
保
育
士
が

月
20
日
間
勤
務
し
た
場
合
の
月
額

の
賃
金
は
、
平
成
29
年
度
15
万
２

千
円
、
平
成
30
年
度
15
万
４
千
円

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
か

ら
ク
ラ
ス
担
任
を
持
つ
フ
ル
タ
イ

ム
の
臨
時
保
育
士
に
日
額
200
円
の

手
当
て
を
加
算
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
場
合
は
15
万
８
千
円
と
な
る
。

ふ
る
さ
と
の
森
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
整

備
に
つ
い
て　

中
小
零
細
企
業
者
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て

社会民主党

問

問

答

答

飛田　義昭議員
通告時間…30分

よしあき ひ あきよしだうち

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

市
民
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ

い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

熱
海
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

〇〇〇掲
載
以
外
の
質
問
項
目

イ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ポ（
内
陸
貿

易
港
）
に
つ
い
て

各
種
行
事
に
お
け
る
駐
車
場

対
策
に
つ
い
て

〇〇

み
な
み
く
ぬ
ぎ
う
ち
せ
ん

だ

ば
い



議
員
表
彰

議
員
20
年
以
上
表
彰

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

岩
﨑 

真
理
子

今
村 

　
剛
司

遠
藤 

　
敏
郎

大
内 

　
嘉
明

鈴
木 

　
祐
治
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（5）　
提
出
部
数
は
１
部
で
す
。

　
　
な
お
、
道
路
な
ど
に
関
す
る

　
も
の
は
、
現
地
の
略
図
を
添
付

　
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
付
に
つ
い
て

　
請
願
・
陳
情
は
、
議
会
の
開
会

中
、
閉
会
中
を
問
わ
ず
常
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
定
例
会
中
に
審
議
を

希
望
す
る
請
願
の
受
付
は
、
市
政

一
般
質
問
初
日
の
午
後
５
時
ま
で

で
す
。

　
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
次
の
定
例
会

で
の
審
議
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
定
例
会
中
に
議
員
へ
陳

情
書
の
写
し
の
配
付
を
希
望
す
る

場
合
の
陳
情
の
受
付
は
、
開
会
日

翌
日
の
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　
開
会
日
翌
日
が
土
・
日
曜
日
及

び
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
以
降
の

直
近
の
開
庁
日
に
な
り
ま
す
。

□
取
扱
い
に
つ
い
て

　
請
願
は
、
関
係
す
る
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、審
査
し
、そ
の
内
容
が

妥
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
採
択

の
上
、
市
の
事
務
に
関
す
る
も
の

は
市
長
等
へ
送
付
し
、
処
理
の
経

過
及
び
結
果
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
等
の
事
務
に
関
す

る
も
の
は
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
陳
情
は
、
陳
情
書
の
写
し
を
各

議
員
に
配
付
し
ま
す
。

請
　
請
願
・
陳
情
は
、
市
議
会
に
対

し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
提
出
方
法
に
つ
い
て

　
請
願
書
・
陳
情
書
は
次
の
要
領

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（1）　
請
願
に
は
、
１
人
以
上
の
市

議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　
紹
介
議
員
の
署
名
又
は
記
名
、

　
押
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
陳
情
に
は
、
紹
介
議 

　
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

（2）　
一
つ
の
案
件
に
つ
き
、
一
つ

　
の
請
願
書
（
陳
情
書
）
が
必
要

　
に
な
り
ま
す
。

（3）　
請
願
書
（
陳
情
書
）
は
、
Ａ

　
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
し
、
で

　
き
る
限
り
邦
文
（
点
字
を
含
む
）

　
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
や
む
を
得
ず
外
国
語
を
用
い

　
る
場
合
は
、
訳
文
も
同
時
に
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（4）　
文
書
の
記
載
内
容

◇
提
出
年
月
日

◇
請
願
者
（
陳
情
者
）
の
住
所    

　

（
法
人
の
場
合
に
は
、
そ
の
所

　
在
地
）
、
氏
名
（
法
人
の
場
合

　
に
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者

　
名
）
を
記
載
し
、
押
印

◇
請
願
（
陳
情
）
の
件
名

◇
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨

◇
請
願
（
陳
情
）
の
事
項

請
願
書・陳
情
書
の
提
出

　「こおりやま市議会だより」は、行政
センター、公民館、図書館などの公共
施設に配置してあります。

　また、視覚が不自由な方のために
「こおりやま市議会だより」の点字版・
音声版を発行しています。

　郡山市議会では議会をより身近なものとしていただくため、郡山市ウェブサイト内に市議会の
ページを開設しており、本会議や委員会の会議録、市議会中継などが御覧になれます。
　詳しくは郡山市ウェブサイトのトップページから「郡山市議会」をクリックするか、「郡山市議会」
で検索してください。

 市議会ウェブページ  市議会ウェブページ 

市議会ウェブページ
QRコード

郡山市ウェブサイトアドレス 
https://www.city.koriyama.lg.jp/

郡山市議会 検索

　
本
年
６
月
11
日
に
開
催
さ
れ

た
第
95
回
全
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
永
年
に

わ
た
る
地
方
自
治
発
展
へ
の
尽

力
に
対
し
、
次
の
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

ー ー
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平成３０年度政務活動費会派別収支報告

会　派　名

項　　　目
志翔会
（15人）

会派への交付額 19,200,000
支　　出　　額 17,245,256
調査研究費 8,857,670
研修費 924,612
広報費 4,317,896
広聴費 0
要請・陳情
活動費 0

会議費 0
資料作成費 435,069

資料購入費 915,395
人件費 0
事務所費 1,458,981
通信運搬・
自動車燃料費 335,633

差し引き額
【市への返還額】 1,954,744

会派執行率（%） 89.82

新政会
（8人）

9,600,000
8,020,947
1,181,100
3,654,588
2,153,736

0

0

0
85,712
419,961

0
141,723
384,127

1,579,053

83.55

郡山市議会
公明党
（4人）

4,800,000
4,318,091
370,780
1,169,362
1,291,047

0

0

0
28,010
443,766

0
701,302
313,824

481,909

89.96

社会民主党
（3人）

3,600,000
3,389,082
401,700

0
2,781,504

0

0

0
9,272

115,914
0

1,512
79,180

210,918

94.14

日本共産党
郡山市議団
（3人）

3,600,000
3,511,556

0
0

1,517,820

1,443,711

0

0
2,026

185,975
0

43,951
318,073

88,444

97.54

虹とみどりの会
（1人）

1,200,000
1,193,706

0
0

993,600

0

0

0
2,878

174,678
0

22,550
0

6,294

99.48

無所属の会
（1人）

1,200,000
1,060,925

0
0

865,728

0

0

0
0

165,621
0

29,576
0

139,075

88.41

新緑風会
（1人）

1,200,000
934,085
148,250
82,060
570,518

0

0

0
96

86,652
0

24,300
22,209

265,915

77.84

創流会
（1人）

1,200,000
897,721
103,890
24,540

0

0

0

0
24,814
123,854

0
520,227
100,396

302,279

74.81
※所属議員１人当たり月100,000円を会派に交付。
※会派名、所属議員数は、平成30年度末時点のものです。

【平成３０年度政務活動費会派別収支報告一覧表】 （単位：円）

　政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、「地方自治法第100条第14項から16項」及び「郡
山市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、会派（所属議員が１人の場合を含む。）に交付しています。
　なお、政務活動費は、条例及び「郡山市政務活動費の手引き」に従って支出され、すべての支出には領収書を添付し
た報告書の提出が義務付けられています。
　※収支報告書、現金出納簿や領収書等の写しは、市政情報センター（西庁舎１階）で縦覧できます。

　
議
会
の
傍
聴
は
、
市
政
の
運
営

を
知
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
ん

だ
議
員
の
活
動
状
況
な
ど
を
理
解

す
る
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
会
議
の
開
始
30
分
前
か
ら
、
西

　
庁
舎
７
階
の
傍
聴
受
付
で
先
着

　
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

 

（
通
常
は
午
前
10
時
開
会
）

・
定
員
は
74
人
で
す
。

・
車
い
す
の
方
、
難
聴
の
方
の
席

　
が
あ
り
ま
す
（
補
聴
支
援
シ
ス

　
テ
ム
が
あ
り
ま
す
）
。

・
団
体
で
傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、

　
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
た
名
簿

　
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
会
議
の
開
始
40
分
前
か
ら
20
分

　
前
ま
で
、
西
庁
舎
６
階
の
議
会

　
事
務
局
で
受
け
付
け
ま
す
。

 

（
通
常
は
午
前
10
時
開
会
）

・
各
委
員
会
の
定
員
は
15
人
で
す
。

・
傍
聴
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

　
場
合
、
受
付
終
了
後
に
抽
選
を

　
行
い
、
傍
聴
者
を
決
定
し
ま
す
。

　
受
付
時
に
お
渡
し
す
る
傍
聴
券

の
裏
面
に
「
傍
聴
人
心
得
」
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
記

載
事
項
を
守
っ
て
傍
聴
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

特
に
御
注
意
く
だ
さ
い
。

･
携
帯
電
話
、
そ
の
他
音
の
発
生

　
す
る
情
報
通
信
機
器
は
、
電
源

　
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。

・
会
議
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う

　
静
か
に
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

・
写
真
撮
影
や
録
音
は
お
断
り
し

　
て
い
ま
す
。

議
会
の
傍
聴

本
会
議
を

　
　
傍
聴
す
る
に
は

傍
聴
の
際

御
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

委
員
会
を

　
　
傍
聴
す
る
に
は

支

出

内

訳



OR

休憩15分

現 行 ９月定例会から
〔市政一般質問のイメージ〕

１人目 １人目

２人目
２人目

昼休憩60分 ３人目
３人目

４人目
５人目

４人目

15:45～16:45

14:30～15:30

13:15～14:15

11:15～12:15

10:00～11:00

※関連質問の実施等により、変動があります。

市政一般質問
質問･答弁合わせて
１議員60分

代表質問
質問･答弁合わせて
交渉会派:１会派80分
非交渉会派:１会派40分

スケジュールが
明確になります♪

一問一答方式との選択制で
よりわかりやすい会議へ

その他の変更事項等タブレットを導入

２人目以降が
いつ始まるか
分からない

議員 当局 議員 当局
式方答一問一式方行現

再質問1 学校教育について

質問1 学校教育について
質問2 道路拡幅について
質問3 SDGsについて

答弁1 学校教育について

再答弁1 学校教育について

答弁2 道路拡幅について

再質問2 道路拡幅について

再答弁2 道路拡幅について

答弁3 SDGsについて

答弁1 学校教育について

再質問1 学校教育について

再答弁1 学校教育について

質問2 道路拡幅について

答弁2 道路拡幅について

再質問2 道路拡幅について

再答弁2 道路拡幅について

質問3 SDGsについて

答弁3 SDGsについて

昼休憩60分

休憩15分

休憩15分

休憩15分
休憩15分

議員は全ての項目を始めに一括して質
問しています。その後、質問項目ごと
に答弁を受け、再質問をします。

現
行
方
式

１つの項目について質問、答弁が終わ
った後に次の項目に入ります。この方
式は、質問と答弁の関係が明らかで、
内容を理解しやすくなります。

一
問
一
答
方
式

9月からはいずれかを選択します

質問1 学校教育について

●委員会における協議の中で、委員同士の討議
が実施可能となり、委員会での協議が更に充
実。

タブレットの導入により、

●議会ＢＣＰ（業務継続計画）を策定したことに
よる、災害時における議会機能維持の強化。

●常任委員会における事業の進ちょく等の聴
取、評価を行うＰＤＣAサイクルを実施。

など、議会の充実が図られます。

○ペーパーレス化の推進
○情報発信の強化
○災害時の迅速かつ効率的
　な議会活動への活用

こおりやま市議会だより　第189号

－13－

9月から、議会が変わります！
 スケジュール・目安時間が明確に



編 集
後 記

今号の表紙写真は、ポンプ性能検査を行う郡山市消防団です。
日々の安全・安心のため、災害時に備え、ポンプ車の性能検査に取り組む消防団の皆さ
んの姿は、頼もしい限りです。
本市は、７月１日付けで、内閣府「ＳＤＧｓ未来都市・自治体ＳＤＧｓモデル事業」の
選定を受けました。ＳＤＧｓの目標11「住み続けられるまちづくりを」に向け、「災害
に強い安全なまちづくり」を、市民の皆様と協働で進めていきましょう。
今号で現編集委員での作成は最後になりますが、今後もよりよい市議会だよりを目指し
たいものです。（八重樫）

本会議（市政一般質問・
　　　　決算特別委員会設置） 

こおりやま市議会だより　第189号

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

９月定例会は、９月17日からの予定です。
なお、正式な日程は、定例会初日に決定するため、変更となる場合があります。

９月

　

常任委員会
事務整理日（休会）  
本会議（補正予算等先議）  
決算議案書熟読日（休会）  
休会  
休会  
決算議案書熟読日（休会）  
決算議案書熟読日（休会）  
決算特別委員会  
決算特別委員会  
決算特別委員会  
休会  
休会  
休会 
決算特別委員会・本会議―閉会

１７日
１８日
１９日
２０日
２１日
２２日
２３日
２４日
２５日
２６日
２７日

２８日
２９日
３０日

〔土〕
〔日〕
〔月〕

休会
休会
常任委員会

10月〔火〕
〔水〕
〔木〕
〔金〕
〔土〕
〔日〕
〔月〕
〔火〕
〔水〕
〔木〕
〔金〕

本会議―開会
議案調査（休会）※陳情締切 
議案調査（休会） 
事務整理日（休会） 
休会  
休会  
休会 
本会議（市政一般質問） ※請願締切
本会議（市政一般質問）
本会議（市政一般質問）

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
１０日
１１日
１２日
１３日
１４日
１５日

〔火〕
〔水〕
〔木〕
〔金〕
〔土〕
〔日〕
〔月〕
〔火〕
〔水〕
〔木〕
〔金〕
〔土〕
〔日〕
〔月〕
〔火〕

・本会議の様子をインターネットで生中継いたします。
・生中継は、各行政センター、緑ケ丘ふれあいセンター、ビッグアイ６階の市民プラザ（月曜日
　を除く）でも御覧になれます。
・録画中継は、生中継の４日後（土・日曜日及び祝日を除く）から御覧いただけます。

市議会だよりに対する御意見、御感想は議会事務局総務議事課まで
TEL024-924-2521　FAX024-938-2810
印　刷／株式会社やまと印刷

9月定例会開催予定

市議会中継QRコード

－14－

　市議会のしくみを分かりやすくまとめた
「市議会のはなし」を発行しています。

「市議会のはなし」「市議会のはなし」
　本会議の会議録は、郡山市ウェブサイト、または次の施設
で御覧になれます。
　●市政情報センター（市役所西庁舎１階）
　●中央図書館 　●希望ヶ丘図書館
　●安積図書館 　●富久山図書館
　なお、令和元年６月定例会の会議録が
御覧いただけるのは、９月上旬になります。

会議録を御覧になる方へ会議録を御覧になる方へ

会議録検索システム
QRコード

子ども用リーフレット 一般用リーフレット


